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。
ま
た
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滋
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を
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潟
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れ
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仲
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湾
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収
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縦
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滋
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仁
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仲
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。
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ら
れ
る
ま
た
、
こ
主
一
雲
、
見
出
お
か
着
手
す
み
装
で
す
。

警

警

議

室

長

、

↓

瓦

謀

議

活

力

議

7よ
選

出

の

富

山

の

諮

先

主

主

主

号

、

言

語

本

絡

む

リ

2
7
1
jり

L
E
i
-
h
関
翌
日
F
U
U
空

襲

事

こ

で

ご

奪

k
i
-
-
M川護
へ

軍

司

副

一

f

i

l

i

l

l

i

t

-

-

一
号
治
的
司

6
月
末
脚
襲
一

び
ニ
を
ど
う
い
う
ま
ち
に
し
て
い
手
、
成
票
詩
的

z
T
T空
機

ご

援

助

長

脅

し

て

い

る

と

こ

ろ

で

襲

繁

華

経

季

語

織

す

す

む

パ

れ

は

y
hぃ
M日
は
い
げ
に

そ
内
総
総
と
手
段
を
明
ら
か
ぶ
す
る
こ
戒
す
る
開
凶
鉄
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潟
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叶
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什
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翠
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独
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築
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収
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薄
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叙
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問
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台
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潟
改
修
お
よ
び
一
州
都
議
水
施
設
の
工
事
や

間
関
郎
持
思
議
総
主
義
該
し
、
時
上
一
段
、
水
1
骨
一
用
地
取
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憐
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亡
ま

事
ま
し
た
6
こ
の
燃
料
聞
は
由
回
転
車
金
総
た
は
議
瞬
間
後
泌
総
獲
を
負
わ
せ
た
場
合
e

嗣
附
し
て
い
る
方
に
{
疎
開
制
約
に
点
検
・
盤

vmい
合
b
せ
務
総
単
師
組
合
加
蚊
議

織
を
受
け
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
‘
腐

撃
に
よ
る
交
鴻
霊
的
絞
答
者
会
議

捕
す
る
た
め
に
設
け
ら
札
ま
し
た
b

V
支
払
い
傷
骨
骨
:
一
徐
却
万
用
内
怒
然

来
品
制
隔
将
来
車
が
死
亡
ま
た
は
難
度
後

波
探
答
者
受
け
れ
~
と
き
。
問
題
掴
閣
総
…
波

避
難
は
合
格
点

軌道に乗って

闘
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
@
ま
た
、

で
的
欽
山
田
し
も
行
わ
れ
、
事
ん

さ
ん
も
こ
め
時
は
に
っ
こ
り
m

i
i
J吋
れ

こ
と
し
4
月
か
ら
8
n
ま
で
.
車
内

1
6
0
動
的
資
泌
総
絞
団
体
で
下
痢
判
的

と
お
り
、
資
制
時
が
防
戦
各
れ
ま
し
た
g

組
問
き
ん
的
お
か
げ
で
‘
資
制
州
化
事
業

も
軌
道
に
患
っ
て
い
ま
す
。
党
制
側
、
ザ
川

、
之
内
山
備
し
方
も
、
た
い
へ
ん
災
く
な
っ

て
き
ま
し
た
“

ま
た
、
串
抗
措
州
問
問
収
め
骨
組
上
げ
金
、
持
制

時
制
金
も
街
叫
測
に
崎
明
わ
れ
て
い
ま
す
山
出
R

H
C
ん
的
問
凶
体
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

今
殺
と
も
‘
い
っ
そ
う
の
ご
織
力
を
お

酬
明
い
い
た
し
ま
す
。

wvmい
脅
わ
せ
生
総
務
総
組
問
・
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
惣
〈
訂
)
0
0
1
5

いい悩

m対
内
川
内
〕
阿
川
淵
刊
悶
ハ
掛
け
り
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w

i
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パ

や

中

央

学

院

高

校

臼
m

芸
家
t
w
甑
必
潔
組
以

r
i
l
-
-
2
3
3
5

t
 ば
過
酷
騒
い
と
U

9

?

目

、

一

一

一

小

な

ど

で

防

災

訓

緯

マ

4JV韓関車
ッ

サ

!

ジ

サ

l
k
S
L・
堅

官

、

主

左

手

主

撃

程

電

器

章

、

妻

?

を

主

手

芸

互

ら
パ
ぷ
経
融
関
繍
糟
瞬
ム
一
瞬
轍
網
棚
脚
ス
、
車
イ
え
の
体
一
望
小
学
校
、
判
開
花
道
小
学
校
、
布
事
異
な
ど
が
品
お
し
ま
し
た
包
言
台
や
柴
崎
散
な
ど
の
住
民
約
3
0

い
強
磁
醐
闇
寵
振
敏
治
時
脳
級
慰
舷
髄
額
働
総
騨
糊
期
験
来
車
を
ど
よ
ふ
一
位
十
南
小
学
校
約
一
一
…
会
場
で
跡
的
災
訓
削

O
入
、
学
童
、
紡
災
一
刻
M
m
穏
な
ど
を
A
H

川
明
夜
眠
騨
臨
朝
関
関
ゆ
舗
額
一
ゆ
れ
あ
い
“
宗
惜
し
一
線
州
H
U
H
-
わ
れ
、
別
四
時
ナ
ゲ
去
の
ず
か
る
わ
せ
る
と
約
1
0
0
0
入
が
務
総
u

F
議
ぷ
急
降

aa鋪
簡
明
、
¥
一
も
印
組
み
込
ι

渓

れ

ま

一

家

絞

り

え

婦

、

お

年

金

芳

、

そ

し

サ

イ

レ

ン

を

凶

作

っ

た

判

獲

命

令

で

抑

制

:

覇

a
gぶ-
ー

し

た

。

…

締

め

口

火

事

ら

れ

ま

し

ベ

除

去

l
iぶ
げ
よ
う
ピ
ュ

i
チ

ィ

ツ

ル

コ

ボ

イ

ス

的

体

験

乗

車

は

、

幼

れ

た

市

一

線

然

在

、

同

九

議

た

ち

は

す

田

中

く

援

臨

時

し

ミ
み
ニ
ケ

i
ン
y
J
i
i第
4

M

附

あ

が

M

A

に

単

イ

ス

ド

い

殺

事

‘

ま

た

は

分

泌

し

…

ま

し

た

。
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通

報

調

油

開

'

で

約

獲

し

た

ζ
綴
祇
ま
つ
り
が
8
月
鴻
M
M

〈

門

口

)

肘

慌

て

も

ら

い

、

続

中

で

内

山

中

イ

ス

的

苦

労

…

梢

時

間

車

、

ハ

ン

ゴ

絡

が

綾

本

‘

さ

れ

、

太

勢

的

中

前

日

目

で

に

ぎ

わ

い

ま

し

と

機

動

方

法

を

知

勺

て

も

ら

お

う

と

い

↑

織

全

始

め

る

と

、

た

の

う

も

的

G

事
加
者
は
、
単
イ
ス
の
中
行
…

が
加
授
の
災
害
」
訴
え
る
用
脱
税
‘
縦
続
内
総

L
き
に
改
め
て
耐
用
い
れ
r必
ず
D

一

勧
部
録
的
皆
さ
ん
的
千
円
い
よ
る
作
品
の
パ
家
た
市
民
会
総
で
は
ニ
れ
に
先
だ
ち
、
一

ザ
i
、
後
ぬ
虐
な
ど
め
は
か
州
側
芯
災
校
職
同
開
ム
殺
が
保
さ
れ
ま
し
h
f
M
O

第
A

崎
臨
あ
び
w

}

福
祉
ま
つ
り

い
ず
れ
も
、
念
総
中

学
タ
イ
記
録
、
今
年

の
全
国
側
一
フ
ン
々
ン
グ

Z
伎
と
い
う
す
ば
ら

し
い
記
紋
6

勉
に
も
4
0
0
師
、

I
専
念
1
0
0
m
で

後
韓

L.
吋
機
上
内

務
化
中
」
的
名
は
ん
h

m
閉
に
盈
ま
た
ゆ
網
開
中

川
州
北
中
学
校
が
毅
上
総
殺
を
好
一
読
封
学
陸
上
選
手
総
(
0
0
同
汁

H
H
)
で
も
後

続

出

。

担

甘

さ

ん

、

艇

田

さ

ん

と

も

2

役

、

5

位

第
四
回
全
日
本
中
学
オ
通
信
磯
上
綴
と
縫
開
制
。
な
お
、
日
月
向
日
ン
士
一
ア
常

設
大
会
で
、
問
問
中
3
年
像
的
鋭
夜
明
子
ワ
ン
ピ
γ
ク
に
は
問
中
か
ら
5
名
が
浅

さ
ん
が

J
-
…
徽
お
い
で
、
問
問
2
率
的
総
務
し
ま
す
。

金
属
大
会
で
挟
記
録
続
出

グ
陸
上
の
一
湖
北
中
ι
不
動
記

w-怨銭
日
時
持
m
n
1
8
(
土
〉
や
め
非
行
な
ど
。

議
日
時
か
ら
午
後
3
時
ま
件
、
隊
問
糊
唱
。

V
場
続
料
開
問
一
市
市
交
会
館
曹
輯
綾
田
岡
持
議
士

V
相
談
内
容
会

V

銭

や

章

、

重

「

法

の

臼

』

漏

珊

欄

主

様

子

霊

的
資
倍
、
交
町
民
‘
ー
終
戦
法
律
相
相
談

1
方
家
庭
勢
判
所
総

綴

隊

側

孫

、

交

通

戸

支

部

、

や

綾

地

事
故
に
よ
る
矧
制
緩
m
賠
償
な
ど
。
液
晶
鴨
方
検
察
庁
制
部
一
戸
京
都
、
子
禁

務
付
税
、
遺
産
分
却
制
、
究
機
、
綾
子
間
関
務
絡
松
持
…
支
局
、
郵
端
概
念
会

同
開
な
ど
家
総
山
内
で
の
も
め
ご
と
h
y
年

関
千
葉
県
議

9
m
丹
羽
川
口
〈
土
)
か
ら
れ
斗
純
丹
m
M
闘
争
写
真
凝
獲
会

H
R口
約
九
中
小
)
か

へ
毘
〉
ま
で
、
閣
陣
内
各
地
で
昭
和
制
年
ら
U
E
(
口
口
)
後
で
塗
立
美
綴
綴
で

昨
執
務
官
制
衡
替
を
問
問
抽
出
し
ま
す
。
A
V
齢
制
労
者
艶
篠
田
揖
9
肉
付
加
μ
n
n
(
火
}

A
V
一
短
敬
大
品
曜
日
月
見
臼
(
臼
)
総
合
か
ら
時
丹
立
鴇
〈
日
)
ま
で
議
成
構
内
品
開

市

中

山

党

公

民

館

で

総

で

争品帯
b

町
大
我
山
山
月
日
目
〈
日
~
4
a
縫
A
V
千
義
一
一
ず
ザ
イ
ン
震
9同
月
仲

M
m
m
~
火
)

車
中
央
守
ミ
ユ
山
一
チ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
か
ら
却
月
2
m
口
〈
務
〉
ま
で
祭
戎
熱

血
市
川
柳
食
品
柑
叩
月
日
四
w
n
(
日
〉
浅
原
務
総
で

市
総
会
市
民
セ
ン
タ
ー
で
マ
商
い
脅
わ
せ
操
教
育
庁
文
弘
袋
内

A
V
幾
雌
制
緩
覧
会
開
月
鈴
m
m
m
土
)
か
獄
終
問
問
祭
実
行
委
演
会
事
務
局

ら
れ
月
間
関
{
U
M
)

ま
で
県
武
執
制
約
級
官
0
4
7
2
(
お
)
4
0
6
6
0

で

432 

安
心
し
て
歩
け
る
ね

書
士
見
橋
一
年
ぶ
り
に
酬
開
通

複
合
見
掻
(
京
総
伶
子
五
日
出
鉄
成
闘
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

線
を
ま
た
ぐ
」
的
観
け
叫
甘
え
況
感
が
耕
新
し
い
憾
に
は
、
断
側
い
い
か
y

叫
鳴
が
で

了
L
、

9同
月

1
問
、
約
1
年
ぶ
り

ι滋
き
る
と
と
も
い
い
、
帥
閥
的
下
に
は
切
り
滋

し
が
総
け
ら
れ
、
中
将
殺
な
ど
に
は
い

ヲ
号
フ
制
捜
制
刊
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
"

な
お
、
工
事
中
吟
う
川
同
助
崎
将
揺
に
ご

協
カ
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
さ
}
ざ
い

ま
し
た
。
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沿
線
市
町
村
、
強
力
に
運
動
を
総
統
開

お
鋭
機
涯
を
は
じ
め
、
制
緩
前
町
、
印

出
問
劇
的
、
栄
釘
と
も
い
ま
成
田
線
沿
線
は

大
裂
後
な
げ
内
凶
開
設
醐
担
、
宅
地
問
批
判
が
滋

み
、
成
時
総
の
却
制
タ
的
災
総
体
ま
す
ま

す
激
し
く
な
っ
て
い
ま
す
e

z vi お

ニ
的
た
め
、
沿
線
山
川
市
町
村
で
は
楠
間
関
欽
(
蕊
渡
綴
総
数
〉
、
千
葉
鉱
山
地
榔
限

線
化
促
進
湖
成
金
(
会
長
、
液
潟
世
間
後
)
寝
局
(
叫
伊
東
燃
幾
)
を
訪
ね
、
成
期
綿
串
常
務
燃
と
は
、
や
む
を
式
一
ず
係
熊
町
拡

を
結
成
し
、
強
力
に
総
費
品
け
て
妓
義
と
義
的
獲
雪
竹
い
ま
し
た
a

で
議
委
け
ら
れ
な
か
咋
た
と
き
や

滋

約

金

進

め

て

い

ま

す

の

ま

た

9
月
7
官
、
絞
殺
市
長
は
伊
叫
時
総
織
的
資
岡
市
・
格
川
端
的
費
岡
地
な
ど
で
余

Q
O

月
に
は
議
叫
樹
被
(
長
谷
川
選
線
級
ぺ
印
西
町
長
、
鈴
ホ
制
円
相
蹴
跨
長
ら
と
.

M
開
制
酬
を
支
払
い
あ
と
で
保
険
趨
綴
分
{
7

J
リ
引
什
汁
U
J

み
具
合
金
銭
向
憾
に
凱
で
知
ろ
?
と
、
成
割
分
)
的
払
い
戻
し
を
殺
げ
る
こ
と
が

然
数
釆
宙
十
一

4
1
Jリ
ド
一
機
絡
め
体
験
乗
車
を
し
ゅ
ぶ
し
た
。
で
き
る
制
制
度
で
す
ぷ
燃
し
、
子
築
県
出
閥

す
る
渡
一

y

J
一
去
一

7
時

泊

分

、

長

室

釈

か

ら

み

話

芸

事

務

室

し

委

員

た

も一一
1

一
り
よ
脱
却
一
行
に
鉄
車
a

こ
の
耕
地
継
は
命
日
曜
甜
観
的
7
線
分
で
す
。
)

も
別
出
台
後
車
々
と
い
わ
れ
、
議
事
車
は
。
療
養
質
的
支
給
袋
織
{
鯵
療
費
)

2
0
0
%を
越
す
ほ
ど
。
駅
員
や
乗
務
揖
や
む
を
え
な
い
議
患
で
払
い
一
一
腕
し
を

め
話
で
は
、
と
的
日
時
滋
維
は
そ
れ
は
受
け
る
機
会

ど
で
も
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
停
機
係
で
診
療
を
受
げ
る
場
合
は
、
極

端
ご
と
車
曲
目
は
裁
ま
る
ば
か
り
。
療
機
剛
開
(
保
険
阪
〉
に
保
険
証
合
後
ぷ

渡
辺
市
jw
献
は
叶
予
想
以
上
に
泌
ん
で
し
て
会
診
す
る
の
が
原
則
制
で
す
。

い
た
ぬ
布
依
駅
に
お
い
て
ふ
り
7
時

時

:

・

EE

分

か

ら

部

分

ま

で

査

が

な

い

の

は

何

一

慣

刈

説

月

、

ι

主
主
不
便
!
こ
れ
か
‘
h
は
、
問
問
緩
和
佼
「

Y
V

、々々
が

進
叩
期
成
会
で
約
機
構
一
出
撃
九
増
や
す
と

%
H叫
ん
ザ
《
ic

も
い
、
訟
の

F
4ま
に
む
け
て
、

k-鍬酬が
醇
h

よ

ぎ
重
7
時

加

分

的

電

車

を

確

保

し

戸

¥rffI

ぎ

た
い
L

と
級
裁
を
総
べ
て
い
ま
し
た
。
ー
み

zt¥

日

属
類
由

来
年
2
月
、
市
民
綬
認
め
我
孫
子
続
る
ほ
ど
で
、
脳
出
掛
附
品
川
右
対
処
と
な
る
と

務
署
が
誕
生
す
る
の
こ
れ
に
凶
作
い
、

9

実
に
縫
し
い
で
す
ね
ー
決
し
て
子
ど
も

H
n
z
日
付
で
む
わ
れ
た
県
続
的
牧
町
定
た
や
り
万
け
を
安
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
耕
輔
、

総
総
動
で
、
我
必
マ
ナ
務
絞
殺
私
議
室
裏
地
域
、
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
刻
を
帆
駅

北
統
任
し
た
の
が
大
資
料
夫
き
ん
で
あ
た
し
、
子
ど
も
た
ち
が
す
ニ
や
か
い
い
協
同

る。
ニ
れ
ま
で
、

h
y
年
議
後
、
防
犯
少
年

細部品
Y
年
担
有
識
張
気
保
育
少
年
内
婦
人

謀
長
{
派
液
〉
な
ど
を
添
付
け
5

まれん、

そ
れ
N
M
燃
は
交
通
指
市
時
総
脱
税
伏
期
、
交

満
期
公
開
閉
議
長
油
開
徒
主
、
合
年
間
問
題
と
交

晶
司
品
財
閥
問
題
を
妖
く
級
品
川
淵
し
て
き
れ
ド
ミ
路
湾

一
世
年
鍋
間
人
議
時
代
に
は
宅
中
期
的
合
年
セ

吉
一
ン
タ

l
滋
訟
に
あ
た
り
、
齢
制
導
の
た
め

慨
…
制
緩
か
我
孫
子
に
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止
を
遂
ん
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と
い

ー
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そ
の
車
内
的
合
年
間
州
側
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つ
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て

)
一
ミ
リ
』
何
う
と
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凶
会
全
体
的
綿
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を
守
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く
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す
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の
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と
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附
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判
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牢
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入
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ニ
札
ま
で
的

お
年
間
的
広
報
中
に
終
に
印
象
釣
な
山
悶

来
事
と
い
え
ば
寸
や
は
り
成
脱
線
交
滋

我孫子署講義備室長
にま主佼した

大野利夫九
議
長
時
代
で
す
か
‘
数
滋
工
事
が
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
鱒
争
も
殺
し
く
‘

ま
ち
ふ
誌
が
騒
然
と
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
生
年
非
行
内
総
鋭
、
時
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
を
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何
と
か
し
て

あ
げ
た
い
と
い
う
使
命
織
を
畿
と
た

も
の
で
寸
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し

き
て
、
今
閥
的
我
孫
子
警
の
オ
ー

プ
ン
に
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中
市
災
も
大
き
な
鮒
削
体
刊
を

官
町
砂
川
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3
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払
た
や
り
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間
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な
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に
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入
れ
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ま
す
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十
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散
防
止
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も
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ひ
と
つ
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人
口
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滋
え
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い
ま
す
の
で
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止
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な
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ま
す
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と
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市
内
務
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に
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時
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し
か
し
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行
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に
念
病
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い
寄
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て
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係
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取
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て
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な
い
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し
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品
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機
縦
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て
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か
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た
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し
た
と
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っ
た
医
事
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払
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な

け
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な
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ま
廿
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。
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か
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関
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ま
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滋
だ
か
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四
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涯
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取
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扱
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て
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い
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質
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給
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組
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治
療
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蜘
邸
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郎
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し
て
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ら
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〉
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収
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な
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で
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ら
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い
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。
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簡
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‘
療
養
輔
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篠
崎
繍
賛
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給
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い
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V
問
問
い
合
わ
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鋭
機
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郎

グ
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う
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お
近
く
の
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進
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中
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で
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手
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皆
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と
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縦
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の
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ま
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縫
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ま
で
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ま
し
た
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〉
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ま
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康
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務
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機
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ま
し
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、
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ま
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開
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れ
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き
て
晦
け
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し
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ま
す
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阿
帥
概
格
輸
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っ
て
事
く
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れ
ま
寸
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め
た
め
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党
後
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臓
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〈
だ
さ
る
方
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U
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か
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ヘ
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濠
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猛
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帥
制
緩
興
ピ
ル
5
開問問
0
3
(
5

0
2
}
2
0
7
3
ま
た
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臨
時
来
事
法
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2
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機
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新
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っ
き
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2
0
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惜
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門
剖
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へ後
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‘
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の
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前
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時
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午
後
4
時
}

務
孫
子
郵
務
計
随

一
緑
地
事
業
の

一
関
係
図
書
の
縦
震

伐
採
子
都
市
計
制
闘
い
開
地
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業
に
つ
い

て
、
察
知
事
的
総
可
が
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ま
し
た
の

で
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的
嫁
絡
協
書
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市
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で
縦
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す
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滋
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ザ
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9f寄守王宝震を査 本人(] 1C泡.994人付広島31人〉
努 54.532人女 54ぷ52人

等縦穆敏 32.764也事静(イト1.366t問機)

事務主主新本 IT
申つ(t.聖子支所
帯諸国北金支五時
議詩型 北 :li: 語録
@寄金支持荷
@数殺事島員会
骨氷 遂 寿司
.j寵妨害毒
惨主主会事虫干奇襲
暢術史議選ちん霊

骨F軽震会鐙 84-3311
暢衛星童話事書館 84-1110
構都民図書韓童書湖北合骨貴重 87ザ 3055
嘩つつじ主主 88-0123
書参事書翁改造事務員辞 85-竹内
@中炎公続館 82-0515
骨身体棒事害唱話機祉センタ-88-叶14守
番韓宝生活環犠餓o争it綴)日;7-237号
{ゴミ)87-0告15(し尿)88-2547
@像最重勺ンター 87-1131

自由盟関 同7中露踊扇面

1>8隠 すむ河158C紛〉字詰吉8時

I>t覇画庁 高島聖書llJ小学絞然繁華室

I>~寵E議 員全車君主主シングJlノ、際学

生長男聖女シングル

ゐ参加資総務冷淡段、主E線、 fr

学著書

1>著書紛聖章 一線努女 200P号、中学

生豊富制成約

惨署告し五区み ハガキ4こ住所、氏名、
年齢、技会i、畿通話語嘗望号、毒薬闘を記

入し護主総子召6-537ff.，湖絡王子宮82
筋書6C午後8昨春から守筏玉幸〉

砂締め綴り 9月258必着
I>:E忠義 主完猿ミ子機体育協会

惨:E事審 議議ミH告卓球話題重量

強重宝芝ドポール云蚕i
1>88害 10月238(をき〉午溺9傍

〈弱火の緩合10~司308)

が話器開背 灘it少まF君事長主説話
1>覇躍を幸 一段貴望号，主芝、中学生女子

惨舎f用機 守チーム2印∞F号05名〉
b申し込みハがキ!こチ…ムモ5、

チーム代表替の住所、 E五各、童霊祭

事藍望号、還を3軽量己入し、 9F120協若告

でに主主根似6--1-12-705祭絡売量そFへ

宜B24l623(ママdんは童書人℃も〉

)
 

A
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(
 

持

-..1ヲy綴と子のj訟の浅い濃い
1>8鰐 9F1208()1{)守二総10B菩が

らまE'Fまで 〈入場豊富斜〉

b瀦務 総E話会喜宮大会議室聾

1>鋳郎総家重筆書理事響研究会 結沢

巨屈季子

沙漠縫霊堂絞殺害雪研究グjし ブ・

主主1ごしに童話 く託児手話り〉

少塁塁い合わせ 芸懇義韮宮85-085幸

悶盟問自

毒事手あみ喜重買さく謡番人向転車約機「ベ

ストJ を中J似〉

検問時 特例から12':ヨさまでの筋肉

雲監1，3問際B字書主将狩からなキまで

砂語童話時 千葉銀行我泰子主主俗

惨殺事費 30怨0f1JC先童書258)

若手華麗信教緩く七五三三、成人主主匂事話

題道重量総および 絞〉

決のとおり害事室長します。

嘩整型欄態翻11雛灘1[轍属騒踊議選劃

崎
河
川
い
鴇
品
川

ヨ
ヨ
ぽ
認
は
同
協
議
豊

I>~遣い合ねな 要素ま主主主孫子薦委事後

部}専F宮校宮-8Hi41守

自
畳
間一描一

間一切一
回一幅一

お震は r緑」と絞められ殺しだむ

紗肱滋繁華翼*自作守人守言語 未発

表のもの*軍総!こ毛筆でを当選のこ

と念病気、事理体t皐誉主主で自室撃で

さきおい尊重さきは、 日j紙t':，霊お奇襲撃さ号、

M:筆を行うごと:。警護人の人はね字

でも幾レ主主えありまぞれJ。

費惨事書式首醤 E 

く霊雪害F百孟 曇

の白半紙 A 夜ふ警童会 ~ 
; ガ践しり芸;佼言 マ吋

日付 マ

~三あ e 

惨総選の翼器罪事 10王寺11臼まで〈溢
8;渇印事者支~)

1>重量苦患のあて先 弐F100~較lrt都千

代日設隠午代EB1霊1le1雪渓内庁、ま奇

襲霊iこ r~ま議事実J と望号君主添えてく応

答し込小おく鋲つでも重量し災えa;

中小II'業違憲章議室共蕊制緩1革、返 りま主主JuQ

際金百日j霊童そ正当持活でもつとガ悶疑 事惨罪悪い合わt空 港信用切手曜をほっ

是正中小会議i之、萄ω担軽自主でいさざと二 主主主遺書事を添えて9待望長続で向「まへ

そう午後39事

併をヨ善寺 t日開1B(コ仁〉午誇D9苦寺t:J 惨忠勝守01'菩3紛かられま寺78ま いうと望書l二j，主i最善襲しだ従業関へ主主

ら午後49寺、 28(日〉午産車99曹が での鎗遡問題義務午後T臨機30分から 厳重控1:1'5芝主主われるように宅まるもの

1>議員詩 的民会室音大会議室震

参J>-;;駐韓霊 3主主義:H自殺宵書襲撃霊会

1>89奇 9，ヨ3D悶(議〉午詰告知草寺か
らIE'fをまで く入言語無制〉

修器量員野 市民会館ホール

除草担感 事豊富詫診る千意義重翼の将来とニ

護憲章霊くさ字通話遜訳おりさ置す〉

砂鶴自種 平葉図事読経Eミネ時議雪藍縫氏

言沙問い合お宅空 中型~ミ長菜室露

タカ<1YJ.霊りを霊童lこ行きまま答。

砂F寺B 91'事3GB(重量-)1:1をう伯母2

8(8) 

1>集合 説自主ヨ楽京事R善幸23普害復王子大
量霊行慈善I1ïBl乗率(9~醤綴〉量聖書密主主で

砂援問書官2:55伎おF号

修申し込みやE喜由88~400告

直調整開語ヨヨ
b重量!3 第1Bl (毒事>t産量産欲望車子

{字詰葺 fよろとびJ 主132現l(轡意書襲〉

ヅロコフィヱフ作!I!J<どヲーと

書室」第3話器くを霊童草〉上野望者全長i事磁

f言語ひ害警鬼」の幻影

1>説話1革 毒事事記入
令請語E野 市総会費宮Jjミーjレ
1>8喜善 10悶 28(8)午後2総

紗入議事司 4鉛丹(主主自邸華義〉

I>:E'襲撃.lli重量 重量孫子F忠告書世主還合

会、主主孫'fr自民フィiし1¥ーモニー
警護sli楽E器

@点空宇鎗議会 9問308(重量〉午書簡 易後援 護主孫'fi'語数育委長議会

7号線t:Jら車車工会鎮で 惨事華い会わ宮島幸村野82…2伎潟、

連事餓譲勉強会 91'苦2易自〈水〉午線 議総盟84-吾417

10時怒ら 紗入量E券揮監路島蒔楽sfl事望書感桜花

@芸事費量絞奉位草書聖書 91'ヨ168(重量 oひら1:1滋荒舛量露五昔話俣石HI署警光主主
@毒事費警豊富奉仕活鈴 9Fl21白〈若く〉 来十一鐙重量王室後ブックス‘スズキ
連事号事務草書聖整会 鎮議待機尽午後守 旅務総会館内総Eちひろがり

3線総会談'c
砂替華院 院選EB霊童文際線主主

1>会費 3銃汚f1J(党重量208)

淡締め事担り E訪問26B(Fl)

策申し込b 往復ハ7Jキiこ笹原、

E主総、年齢、際業、理監話番号雲母母語

露日しや議長2607(主主〉淡主義子議シ1[，1¥
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